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ススキの ようなclonalperennialgrassの生活史 ・個体群動態 に関す る知 見は少 ない。放 牧地に
おけるススキの減少理 由を知 るためには、 ススキの更新様式 を知 る必要が あ る。
ススキ群落 内で は、genet(種子 由来個 体)密 度 とramet(栄養繁殖 由来個 体)密 度 の両方が高 く
(Fig.2)、多量の種子生産が行われて いたが、(Table1)そ の種子 の大部 分は群落外 に散布 され、
種子散布 におけ る冠毛 の有効性 が確認 された(Table2)。 群落 内の実生あ出現は、 リターと被陰 に
よ り阻害 されて いて(Table3)、群落 内に落下 した種子 は、落下翌年の発芽期 に全て死亡 した(Fig.
3,4)。 従 って ス スキ群落 内では:種子 更新 は行われてお らず(Fig.5)、rametによる栄養 繁殖
に よってススキは維持 されていた。 ススキの実生の定着は、裸地のみで生 じてお り(Fig.5)、種子
更新には.リター も含 めた地 表面 の潰 乱が必要であ ることが明 らか とな った。ススキの結 実率 はgenet
の密度の高い所 で高 く、実生の定着が生 じる裸地で は、genetの密度が低 いため低 か った(Fig.7)。
これは、空中花粉密度が結実率を左右 して いたためで あった(Fig.8)。ススキは、genetのサ イズ
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よりも密度に 強 く依存 した種子生産を行 っていた(Fig.6,Fig.7)。この点は、一、二年生の
草本などの一回繁殖型の植物 とは異なる性質であり、多回繁殖で他殖の風媒受粉植物の特性であると
考えられた。











限りは栄養繁殖によって群落を維持できるが、放牧地では栄養繁殖 も種子繁殖も共に機能 しに くい種
であることが明らかとなった。
皿 放牧地で増殖する野草の繁殖様式




自然状態の結果率の頻度分布(全 種)はJ字 型を しており、結果率 は高 い方にかたよっていた が




た。 しか し、一、二年生の種には他殖のものは存在 しなかった。放牧草地の種子植物に共通の性質は、
孤立個体で も結果率が低下 しないことであった。 この性質は、放牧地で増殖する上で有利に働 くと考
えられた。
一95一











しか し、ほとんど全ての場合Ovule数よりも多 く、結実率の孤立距離に伴 う減少はほとんど生 じて
いなかった(Fig.ユ5)。フキとタニウツギは飽和受粉することにより、ある程度の孤立距離までは結
実率が減少 しないことが明らかとなり、先のモデルが証明された。自殖、アポ ミクシスだけでな く虫
媒 も孤立個体の結実率を高 く保つ受粉様式であることが明 らかである。














2.野 草放牧地の植生遷移 と放牧 利用価の変化
野草放牧地の放牧利用における価値評価を行なうため、選択採食度 を用いて放牧利用価(GV;
GrazingValue)を求めた。GVの 算出に は次 式を叩いた。　
GV=・.Σ(di×ui)
i=1







縦軸にはGVを 、横軸には群落高、すなわち進行遷移度をとった2次 元座標上 に各牧区の調査点を
配置 した(Fig.19)。この図によってシバ群落への遷移とタニウッギ群落への遷移が、まった く異な
る放牧上の意味を持っていることが分かる。タニウッギ群落への変化は、群落高は高 くなり進行遷移
が進んだと考えられるが、GVは 低下 しており、進行荒廃遷移と考えることができる。それに対 し、
シバ群落への遷移は、群落高が低 くなり、退行遷移であるがGVは あまり低下 していない。タニウッ
ギと同 じ低木であっても、キツネヤナギは牛による利用性が高 く、この群落への移行は、進行向上遷
移とみなすことができる。 ワラビ群落への遷移は、群落高も低 くなり、GVも 低下するので退行荒廃
遷移と呼ぶ ことができると考えられる。
放牧後の遷移過程にともなって、どのような性質を持った種が増殖 していたのだろうか。














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一 購一鱒 喩囎 騨一一 一一一 一"一 一 一薗 一一 一一一 旛一 一.脚一一 一一一 一一 一_噛 鰯 一一一 一一 一噌 哨圏一 一 一一 一一一 一一 一一輔 一輪 一一 一一
〇G278.074.394.183.21.1282.61.01
WC 40.2 10.7 14.612.9 1.20 12.0 1.06
B RT 2.9 0.8 0.3 0.3 0.35 5.0 0.05
Ru 53.9 14.3 4.9 3.9 0.27 0.9 9.73















































































































































































































































































こない,ス スキは群落内での種子更新はせず,埋 土種子集団も形成 しないことを明らかにした。
また,裸 地依存性が高 く,種子移動距離カミ大 きく放浪性の強い種子繁殖特性があ り,放牧条件下
では栄養繁殖 も種子繁殖もともに機能しに くい種であることを明らかにした。つぎに,放牧地で
増殖できる種子植物に共通の条件は孤立状態でも種子生産が可能な種であることを明らかにした。
この一環として虫媒他家受粉の有効性を飽和受粉モデルを提起 してそれを証明した。さらに,草
種別の利用性を定量的に表現する測度 として,放牧利用価(GV)を考案 し,このGVを従来の植
生の遷移系列に導入することによって,遷移が植生の変化のみならず,放牧利用上の価値の変化
として評価することが可能なものとした。
以上の成果は,こ の分野の学術研究の進展に寄与することが大きく,審査員一同は著者に農学
博士の学位を授与するに値すると判定 した。
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